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■WPM異常判定除外チェックボックスを追加しました

【追加内容】

想定外のケースでWPM異常と判定されてしまったコンテンツについて、
WPM異常判定除外設定をし、通常通りの語数・冊数としてカウントすることができるようになりました。  

【追加理由】

下記理由でWPM異常（WPM500以上で読んでいる場合）がおこる場合の対処として

　■WPM異常が起こると思われるケース

　　　・読み終わっていないのに、誤って「終了ボタン」を押してしまった
　　　・コンテンツにミスがあり、1回目の読書が正しくカウントされなかった
　　　・コンテンツミスが修正されたあと、ざっと最後のページまでめくり、「終了ボタン」を押した
　　　・コンテンツ内容確認のために、ざっと最後のページまでめくり、「終了ボタン」を押した
　　　・WPM異常と判定されてしまったが、そうなった正当な理由が生徒から申告された場合　など



②全読を選択

【操作手順】

①表示項目で、「読書スピード異常件数除外表示」を選択　

※この時点で異常値のでている語数はカウントされていません



③「WPM異常判定除外追加ボタン」を押す

WPM異常となっているがカウント対象とし
たい本にチェックを入れる

レ



④「WPM異常判定除外対象」となり、語数カウントに加算されます

除外された本には＊がつきます

＊の本がカウントされるようになりました


